
テレワーク導入事例のご紹介

令和６年度 厚生労働省 テレワークセミナー
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2024年11月
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事務局長 村田瑞枝
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自己紹介させて下さい
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• 宮崎県の出身です。中央区日本橋に20年住んでいます。

• 得意分野はWEBの法人向けソリューションです（四半
世紀やってきました）

• 中小企業診断士、ファイナンシャルプランニング技能
士１級、最近はロングステイアドバイザーと取得し、
今、社会保険労務士の勉強中です。資格は３０代でと
りましたが、力不足で会社員に留まりました。中小企
業を経営されている方には本当に尊敬しかありません。

• 趣味は走ることと山登りをすること、ゴルフはお付き
合い程度。ロードバイクにも乗っています。かつては、
日本橋から新潟まで走っていったこともあります。

• 尊敬するタレントは増田明美さん



日本テレワーク協会のご紹介

設立：1991年
日本サテライトオフィス協会設立
2000年
日本テレワーク協会へ名称変更

目的：日本におけるテレワークの普及推進

会員：413企業・団体・自治体（2024年3月現在）

理念：情報通信技術（ICT）を活用した、場所と時間にとらわれ
ない柔軟な働き方である「テレワーク」を、広く社会に普及・
啓発することにより、個人に活力とゆとりをもたらし、企業・地
域の活性化による調和のとれた日本社会の持続的な発展
に寄与する

日本テレワーク協会
会長 栗原 博
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「テレワーク」とは、その現状
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日本テレワーク協会がお話させていただきますので、「テレワーク」と表現させていただきます
が、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方全般とご理解ください。「リモートワーク」も、
「ハイブリッドワーク」も含む広い定義であるとご理解ください。
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考え方

You can work anywhere and anytime you want.

コロナ禍で在宅勤務は普及
セキュリティには注意

深夜早朝以外はフレックスで
働きすぎには注意

自分の都合のよいときに

採用を通勤圏内に限らなく
てよい（海外でも！）

9時から5時に働けない人も活用可能
副業・兼業で優秀な人材確保ができる

業務に求められるスケ
ジュールで
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勤務地域別テレワーカーの割合
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令和6年3月発表 国土交通省 令和５年度 テレワーク人口実態調査
より

小規模
企業での
遅れ



テレワークはやりたいけどできていない？！

令和6年3月発表 国土交通省 令和５年度 テレワーク人口実態調査より
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その裏には！

令和6年3月発表 国土交通省 令和５年度 テレワーク人口実態調査よ
り 9
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テレワークの利用状況（日本・年代別）

（出典）総務省（2022）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」

どうしてオンライン
授業が無くなったん

ですか？
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テレワークの利用状況（国別）

（出典）総務省（2022）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」
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1人あたりGDP（日本生産性本部）

国別GDPは人口３／４のドイツに抜かれる！
長時間労働者の割合も高いのに・・・
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【参考】“その“ドイツの働き方について

https://www.works-i.com/research/labour/item/remotework2023_ger.pdf

リクルートワークス研究所 資料より抜粋

⚫経営側とワークスカウンシルが協議をして労働協約を結ぶ傾向
⚫協約により従業員は仕事の柔軟性という点において大幅な自由を与えられて
いる
➢スポーツメーカー：勤務時間の２０％はオフィス外で過ごすことができ
る

➢自動車メーカー：3分の２の従業員は、技術・業務上不可能である場合を
除き、自宅で働く権利を有する

➢ソフトウェア企業：テレワークで働く場合、チームリーダーにSMSなど
で知らせるだけでよい

➢自動車メーカー：上司に相談の上、勤務時間と勤務場所を自分で決める
ことができる
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【第5回テーマ】

現場作業でもテレワーク
～建設業でも職種によってできる！～
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株式会社フロンティアコンサルティングのお取り組み

仕事も子育ても！
頑張っている、、、
というよりごく普通にされている
小崎さん（営業職）

⚫ 創業１８期目、子育て世代が最も多い
⚫ 経営者から担当者まで幅広くテレワークを活用

➢ もともとは、休日や夜間に工事をするためにシフト制度が導入されており、コロナ前
までは原則出勤

➢ かつては個人のワゴンがあったが、ペーパーレス化により現在は廃止された
➢ 出勤日や日数が決まっているのではなく、個々人の仕事やプライベートの都合に合わ

せてテレワークを実施
➢ 時短勤務やフレックスで勤務時間のシフトが多用されている

⚫ 企業のオフィス提案に、自分たちの働き方が活きている
➢ パソコン一つで仕事はできる

⚫ テレワークができるので同社に入ったという人材も
⚫ 社員アンケートの結果が反映される

制度を多くのみなさんが、有効に活用
され、ライフワークバランスに役立っ

ているところがすごい！
勉強になる、営業活動にも役立つなん

て・・・
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お取り組み事例の成功の要因と学ぶべき事項

活用される制度であることが重要で、必
ずしもフルフレックスでなくてもよい

就業者側に、経営者の姿勢が伝わるよう
にすることが大事

就業者自身が、自分の働き方をクライア
ントへの提案へ活かすことで、スキル
アップにも、業績アップにもつながって
いる

伊豆大島のコワーキングスペースも手掛けている
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向洋電機土木株式会社のお取り組み

2007年からテレワークを実践され、デスクワークに留まらないテレワークの活用で、人材確保、業績
アップが倍増している背景

そこまで、やるの？
そこまで、やれるの！

建設業だか

らできない

という意識

の撤廃

テレワーク

導入に伴う

業務効率化

創出できた

時間を次の

ステップに

向け活用

テレワーク

の側面で著

名企業に

一人一人の

スキルアッ

プ

業績アップ

ノートパソコンを導入し、対
面会議をWEB会議にシフト

ガソリン代、移動時間が削減

資格取得の促進

有資格者が同規模事業
者の３倍に！
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向洋電機土木株式会社のお取り組み（続き）

業績もアップしテ

レワークでも著名

企業に

就業希望者増

海外からも！

多様化した人材に

対応する育成

多様化した人材一

人一人のスキル

アップ

技能実習生ではない、
海外からの就業希望

文化の異なる就業者に対
応するため、各種習慣に
関するマニュアルを作
成・配布

一人一人のライフプ
ラン、スキルアップ
プランを作成・実行
サポート
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お取り組み事例の成功の要因と学ぶべき事項

横澤さん CHRO兼広報担当

ライフプランを作成
して、未来の自分を
見せる

家族の理解も求める

相手に合わせた
言葉で話す

喫煙所を廃止

お茶出しを廃止

工事をしている方に経理の資格取得を推進

勉強資料を自ら作成して配布

事務の方に工事関連資格取得を推進

社内Q&Aサイトを作成し、情報共有

自社で成功したことを公開
（業界の発展のためにできることは何
でもオープン）

ステイクホルダーも巻き込んだ勉強会
を開催

ネットリテラシーも教える

結果としての人材確保、コスト削減、
業績UP

ヘルスケアオフィサーでもあり、
ハピネスオフィサーでもある

20



regular check-in between two people in an organization

1on１をしよう！

部下の話を傾聴する場
1日４人、
1カ月半×３ラウンド
やったケースも！

Web会議では３０分程度が限度、２週間～１か月単位での実施が望ましい
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人材戦略に求められる３つの視点・５つの共通要素

人的資本経営の実現に向けた検討会 報告書 ～ 人材版伊藤レポート２．０～ 令和４年５月 経済産業省 より 
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モチベー

ションUP

効率UP

業績UP

就業者に

還元

働きやす

い働き方

本当の
テレワークは
ライフも充実

ここから始まる
健康度UP！

テレワークとは

場所と時間にとらわれず
に、いろいろな形で業務

ができる

道具（ツール）の活用
ゴールを明確にすること
情報共有をすること
多様性を受容すること

で解決！

結果として生産性UP

23



考えてみてください

https://japan-telework.or.jp/wordpress/wp-content/uploads/2024/08/hataraki2_question.pdf
日本テレワーク協会 「働きがい・働きやすさ増進への取り組み調査」より抜粋

経営者と従業員が、課題を共有し、対話する機会（キックオフ、定例会な
ど）を設 けていますか？

事業の意義を実現するために、必要となる人材の「質」と 「量」を決めてい
ますか？

事業の意義達成に必要となるスキル・専門性を整理し明確にし ていますか？

広くポジションを公募するなど、従業員の配置希望を尊重していますか？
人事評価・結果について管理職と従業員の双方が納得できるよう話し合って
います か？

事業成長に必要な分野に長けた従業員による、社内研修などを 推進していま
すか？
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